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導線を電池に接続します
a. 3個のソケットが見えるように燃料電池を置きます。
b. 短い方の導線を左側の赤いソケットに接続して、その反対側を電池の裏側にある左側のソケットに接続します。
c. 黒くて長い導線を中央のソケットに、赤い導線を表側の赤いソケットにそれぞれ接続します。

実験2: 塩分濃度を変えてみましょう
実験1と同じようにして、電池にマルチメーターを接続します。下の表にあるいろいろな塩分濃度に対して、燃料電池の出力電
流と出力電圧を測定します。燃料の塩水を変えるたびに燃料タンクを洗浄してください。塩分濃度によって燃料電池の効率が
変わることがわかります。

実験3: 水温を変えてみましょう
実験2と同じようにしますが、今回は、熱湯（90℃）の中に15gの塩を加えてから混合液を冷まします。その後、下の表にあるいろ
いろな温度まで温めて、電圧計で出力電流を図ります。塩水燃料を変えるたびに燃料タンクを洗浄してください。反応効率と発
生エネルギーに温度が直接結びついていていることがわかります。

実験4: 燃料の体積を変えてみましょう
実験1で使ったものと同じ混合液を用意します。今回は、精密な時計を用いていろいろな濃度での動作時間を図ります。タンク
が満杯になっていないときに動作時間が一番長くなることがわかります。

ファンモジュールを準備します
アダプターをファンモーターの軸に押し込みます。ファンの羽根をアダプターに挿し込んで、しっかりと接続されたことを確認します。

塩水式燃料電池でファンを動かします
a. 長い導線のもう一方の端をファンモジュールに接続します。色で示されている極性と合っていることを確認します。
b. 導線がファンモジュールに接続されるとすぐにファンが回りだします。この水溶液から作られる電力は4時間以上持ちます。

質量 [g]

溶液温度 [℃] 電流 [A] / 電圧 [V]

塩分濃度 [%] 電流 [A] / 電圧 [V]

燃料タンク内の体積 [mL] 燃料タンク体積比 電流 [A] / 電圧 [V]






